
小
阿
彌
陀
経

の
成
立

眞

野

龍

海

(一)
 
浄
土
経
典
成
立
に
關
す
る
諸
説
に
つ
い
て

 
本
題
目
に
つ
い
て
は
、
他
の
浮
土
経
典
、
大
乗
初
期
経
典
の
成
立
と

と
も
に
種

々
論
じ
ら
れ
て
來

て
お
り
定
論
を
見
な

い
。
し
か
し
、
若

干
、
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
な
い
鮎
が
あ
り
、
と
く
に
、
こ
れ
を
中
心
と

し
て
私
見
を
述
べ
る
。

 
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
諸
説
の
中
、

二
、
三
に
つ
い
て
問
題
貼
を
指
摘
し

(
1
)

よ
う
。
望
月
博
士
の
説
は
、
小
阿
彌
陀
経

(以
下
、
小
経
と
略
構
)
は
般

舟
三
昧
経
行
品
に
基
い
て
成
立
し
た
と
す
る
考
え
方
の
中
心
と
も
な
る

も
の
で
あ
る
。
博
士
の
説
を
要
約
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

般

舟
三
昧
経
は
、
阿
彌
陀
佛
を
説
く
現
在
最
古
の
経
曲
で
、
紀
元
前

一
世

紀
頃
に
初
め
て
編
纂
さ
れ
た
。

小
経
は
、
般
舟
三
昧
経
行
品
に
基
く

も
の
で
、
理
由
は
、

小
経
の
、

一
日
乃
至
七
日
持
名
臨
終
見
佛
の
思

想
が
、
行
品
の
、
七
日
七
夜
見
阿
彌
陀
佛
の
説
に
合
し
、

小
経
の
六

方
諸
佛
謹
誠
は
、
般
舟
三
昧
経
の
十
方
現
在
佛
悉
前
立
の
説
か
ら
來
た

と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

小
経

は
、
大
阿
彌
陀
経

(
以
下
、
大
経

、
と
略
稻
)
の
抄
略
で
な
く
、
大
経
以
前
の
成
立
で
、
且
、
成
立

の
歴
史

を
異
に
す
る
。

(
2
)

こ
の
中
、

に
つ
い
て
は
、
般
舟
三
昧
経

の
第
三
課
、
賢
護
分
の

「
如
來
滅
後
…
…
五

百
年
末

一
百
歳
中
…
…
得

是
経
…
…
」
と
、

歴
史

上
の
事
實
と
の
封
比
に
よ
つ
て
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
般
舟

三
味
経
の
は
る
か
後
代
六
世
紀
の
第
三
課
の
数
字
に
よ
つ
て
、
同
経
の

成
立
を
云
々
す
る
事
は
不
合
理
で
あ
る
。
同
じ
表
現
は
他
に
も
あ
り
、

例
え
ば
、
八
千
頒
般
若
経
も
、
最
初
期
大
乗
経
典
と
し
て
定
説
あ
る
所

(
3
)
 

(
4
)

で
あ
る
が
、
初
課
道
行
経
、
第

二
課
大
明
度

経

で
は
、
「
如
來
去
後

…
…
…
我

経
但
欲
断
時
」
と
い
う
箇
所
が
、
五
世
紀
初
の
第
三
繹
小
品

(5
)

で
は
、
「
後
五
百
歳
時
」
と
な
つ
て
い
る
が
、
同
様
の
論
法
で
行
く
と
、

般
舟
三
昧
経
も
、
最
古
の
般
若
経
牡
、
成
立
は
同
時
代
と
い
う
事
に
な

る
。
五
百
と
い
う
敷
字
は
、
歴
史
と
は
別
問
題
と
し
て
考
う
べ
き
で
は

な
か
ろ
う
か
。

(1)
に
つ
い
て
は
、
更
に
考
う
べ
き
は
、
望
月
博
士
は
、
般
舟
三
味
経

の
四
課
の
成
立
順
に
つ
い
て
、
抜
阪
菩
薩
経
、

一
巻
経
、
三
巻
経
、
賢

小
阿
彌
陀
経

の
成
立

(
眞

野
)
 

一
七

一
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小
阿
彌
陀
経

の
成
立

(
眞

騒
)
 

一
七
二

(
7
)

護
分
の
順
と
さ
れ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
椎
尾
博
士
、
池
本
重
臣
氏

の
如
く
、

一
巻
経
、
三
巻
経
、
抜
破
菩
薩
経
、
賢
護
分
と
い
う
の
が
要

當
で
あ
る
。
前
三
者
の
順
は
、
次
の
よ
う
に
、

一
字

一
句
を
封
照
す
-

(8
)

一
巻
般
舟
三
昧
経
=
念

西
方
阿
彌
陀
 
今
現
在
 
随
所
聞
當
念

(9
)

三
巻
般
舟
三
昧
経
=
心

念

西
方
阿
彌
陀
 
今
現
在
 
随
所
聞
當
念

(
10
)

抜
陵
菩
薩
経

=
便
起
意
念
言
 
阿
彌
陀
佛
爲
 
在
何
方
 
如
是
所
聞

↑
去

此
 

千
億
萬
佛
刹

其
國
名
須
摩
提

↑
去

是
 
間
 

千
億
萬
佛
刹
 
其
國
名
須
摩
提

↑
去

是
佛
國
當
過
百
千
億
 
佛
界
 

名
須
摩
提
國

こ
の
よ
う
に

一
巻
経
と
三
巻
経
と
の
共
通
部
分
は
、
同

二
誰
語
で
、

且
、
三
巻
経
が
、
や
や
鑛
大
し
、
抜
陵
経
は
、
更
に
、
増
大
を
示
し
て

い
る
。
從

つ
て
、
抜
肢
経
を
最
古
と
す
る
考
の
望
月
博
士
の
御
説
は
、

原
典
學
的
に
問
題
を
生
じ
て
く
る
。

(2)
の

に
つ
い
て
は
、
と
く
に
、
本
論
文
の
中
心
と
な
る
所
で
あ
る

か
ら
、
次

の
節
で
、
く
わ
し
く
論
ず
る
。

の
般
舟
三
昧
経
の
十
方
諸

佛
が
、
小
経
の
六
方
諸
佛
と
な

つ
た
と
い
う
事
は
、
二
つ
の
貼
で
不
合

理
で
あ
る
。

一
に
は
、
十
方
が
、
六
方
に
な
る
の
は
経
典
増
廣
の
原
則

に
反
す
る
。
二
に
は
、
般
舟
三
昧
経
の
十
方
諸
佛
は
、
観
想
の
封
象
で

あ
り
、
小
経
の
六
方
諸
佛
は
、
む
し
ろ
、
諸
佛
長
廣
舌
相
に
よ
る
談
明

の
大
品
般
若
経
的
増
大
で
あ
る
。

(3)
の
小
経
、
大
経
は
別
の
歴
史
と
い
う
鮎
は
、
同
感
で
あ
る
が
、
博

士
に
よ
る
と
、
小
経
は
素
朴
で
、
大
経
の
前
で
、
大
経
は
阿
閾
佛
國
経

↑
れ
ば
、
直
.
 
に
到
明
す
る
の
で
あ
る
。
印
ち
、

経
典
は
、
増
廣
獲
展
す

る
の
が
原
則
で
あ
る
。

↑↑

便
生
念
在
西
方
阿
彌
陀
佛
如
來
正
畳
所
治
也

↑

在
衆
菩
薩
中
央
 

読
経
 

一
切
 

常
念
阿
彌
陀
佛

衆
菩
薩
所
聚
聰
尊
説
法
己
 
不
齪
意
 
常
當
念
是
國
地

の
後
と
さ
れ
る
。
す
る
と
般
舟
三
昧
経
と
大
経

の
間
が
遠
く
な
る
。
こ

の
爾
経
の
順
は
逆
で
、
無
理
で
あ
る
。

 

以
上
の
よ
う
に
、
般
舟
↑
小
経
と
云
わ
れ
る

の
は
、
課
経
史
の
貼
か

ら
か
と
思
わ
れ
る
が
、
小
経
を
大
経
の
前
に
置
く
貼
で
は
、
必
し
も
そ

う
で
は
な
い
。

と
に
か
く
、
博
士
の
説
に
は
、
問
題
貼
を
含
ん
で
い
る
。

(1
1
)

次
に
、
椎
尾
博
士
は
、

阿
開
↑
般

若
↑
般

舟
↑
彌

陀
と
説
く

一

(
12
)

方
、

小
経
は
、
大
経

と
般
舟
経
と
の
間

の
成
立
で
、
大
経
以
後
と
も

説
か
れ
る
。
即
ち
、
大
経
↑
小

経
↑
般

舟
の
順

と
な
る
。

こ
の
不

一
致

を
指
摘
し
た
人
は
な
い
が
、

な
ら
ば
、
望
月
博
士
に
同
じ
く
、
(2)
な

ら
ば
、
本
論
文
の
趣
意
と
同
じ
と
な
る
。

(13
)

次
に
、
中
村
元
博
士
に
よ
れ
ば
、

佛
像
が
、
西
紀
元
後
に
作
ら
れ

た
史
實
に
基
き
、
佛
像
に
言
及
す
る
浮
土
経
典
は
、
紀
元
後
の
成
立
で
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み
る

又
、
侮
ヴ
ァ
ー
ス
デ
ー
ゾ

(
一
四
五
-
一
七
六
年
)
治
世

に
、
塔

が
多
く
作
ら
れ
、
以
後
、
激
減
し
た
と
い
う
考
古
學
的
調
査
に
照
ら
せ

ぱ
、
塔
崇
葬
に
言
及
せ
ず
、
佛
像
崇
拝

(或
い
は
佛
の
観
想
を
強
調
す

る
)
浄
土
経
典
は
、

こ
の
治
世
以
後
の
段
階
を
示
す
と
さ
れ
、
小
経
と

大
経
の
成

立
は
、
A
・
D
一

四
〇
年
、

も
し
く
は
、
少
し
以
前
と
さ
れ

て
い
る
。

さ
て
、

こ
の
読
は
、
「
し
か
し
漢
課
年
代
を
考
え
る
と
、
」
と
あ
る
よ

う
に
、
若
干
、
年
代
的
に
は
、
謙
課
上
限
と
の
闇
が
窮
窟
と
な
る
。
(1)

の
佛
像
の
問
題
は
、
(2)

の
所

に
も

(或
い
は
佛
の
観
想
)
と
あ
る
よ
う

に
、
大
経

に
つ
い
て
は

「佛
像
」
の
文
字
は
あ
つ
て
も
、
石
造
、
石
刻

等
の
像
で
な
く
、
全
て
観
想
の
イ

メ
ー
ジ
で
、
實
在
で
は
な

い
。
恰

も
、
佛
の
座
の
み
を
示
し
て
、
そ
こ
に
佛
を
想
像
し
た
如
き
も
の
で
あ

(
14
)

る
。
初
期
爾
大
経
の
中
輩
段
の

「自
化
作
佛
像
」
は
、
b
u
d
d
h
a
-
n
i
r
-

(
15
)

m
i
t
a
 も

し
く

は
、

n
ir
m
it
a
-b
u
d
dh
a
 で

あ

り
、

道

行

経

の

化

作

佛

(16
)

ta
g
a
g
a
ta
-
v
i
g
r
a
h
a
 

に
同
じ
く
、
造
像

で
な
く
、
心
像

の
形

で
あ

る
。

こ
れ
を
裏
付
け
る
の
は
、
初
期
爾
大
経
に
、
佛
を
見
ん
と
す
る
な

(
17
)
 

(
18
)

ら
ば
、
「
當
日
没
虞
、
爲
無
量
清
浄
佛

(
阿
彌
陀
佛
)
作
禮
」
と
示
す

文
等
で
、
造
像
は
表
面
化
せ
ず
、
拝
佛
の
封
象
は
抽
象
的
な
西
方
と
い

(
19
)

う
方
角
で
あ
る
。
大
経
で
は
、
第
三
課
に

「起
立
塔
像
」
と
出
る
に
す

ぎ
な
い
。

(
20
)

(2)
に
つ
い
て
、
塔
は
、
道
行
経
と
同
じ
よ
う
に
、
「
作
佛
寺
起
塔
焼

香
散
華
然
燈
…
…
」
と

あ
る
。
從

つ
て
、
古
課
大
経
は
、
造
像
は
未
だ

な
く

起
塔
の
時
代
を
反
映
す
る
か
ら
、
博
士

の
御
趣
旨
に
よ
れ
ば
、

む
し
ろ
紀
元
前
に
遡

つ
て
の
成
立
を
考
え
る
方
が
よ
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

因
み
に
、
般
舟
三
味
経
で
、
四
行

の
一
に
つ
い
て
、

(
 

)

一
巻
般
舟
三
昧
経

一
者
作
佛
形
像
用
成
是
三
昧
故

(
 

)

三
巻
般
舟
三
昧
経

一
者
作
佛
形
像
若
作
書
 
用
是
三
昧
故

(
 

)

(
チ

ベ

ッ
ト
課
)
…
d
e
 

b
sh
i
n
 
g
se
gs
 p
a
h
i
 
s
k
u
-
g
z
u
g
s
 

p
r
a
-

t
im
a
…

…
o
r
k
a
y
a
-
r
u
p
a
)

と
述

べ
、

明

ら

か

に
、

一
巻

は
佛

像
、

更

に
三

巻

は

佛

書

ま

で

を

説

く

事

は
、

般

舟

三

味
経

が
、

大

経

乃

至

小
経

よ

り
後

で
あ

る

事

を

示

す

と

も

云

え

る
。(

2
2
)

道
行
経
功
徳
品
で
は
、
書
経
、

供
養
香
蓋
旗
幡
等
と
共
に
、
造
塔
を

相
當
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
経

の
中
、
第

二
次
成
立
部
で
般
舟
三

(
2
3
)

昧
経
の
後
の
も
の
と
さ
れ
る
曇
無
端
菩
薩
品
第

二
十
九
で
は
、
は
つ
き

り
と
、
佛
像
禮
拝
を
示
し
、
書
師
、

工
師
に
つ
い
で
序
述
が
あ
る
。
し

か
し
、
大
経

(小
、
且
、
純
浄
土
敢
的
な
小
経
は
と
に
か
く
と
し
て
)
に
は
、

こ
の
よ
う
な
明
示
は

一
つ
も
な
い
。

(
24
)

 
故
に
、
こ
の
起
塔
と
造
像
に
關
し
て
、
紀
元
前
に
道
行
経
、
大
経
、

紀
元
後
に
、
般
舟
三
昧
経
、

更
に
道
行
経
第
二
十
六
品
以
下
と
い
う
成

立
次
第
が
推
定
さ
れ
る
。

 

以
上
の
各
説
を
槍
討
し
て
、
次
の
よ
う
に
云
い
う
る
。

(1)
小
経
が
般
舟
三
昧
経
に
よ
り
出
た
と
い
う
考
は
漠
然
と
し
た
想
定

小
阿
彌
陀
経

の
成
立

(
眞

野
)
 

一
七
三
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小
阿
彌
陀
経

の
成
立

(
眞

野
)
 

一
七
四

で
あ
る
。

(2)
椎
尾
博
士
は
、
望
月
博
士
と
同
趣
旨
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、
又
、

大
経
、
小
経
は
別
系
統
な
が
ら
、
成
立
順
は
、
大
経
↑
小
経
↑
般
舟
三

昧
経
で
あ

る
と
も
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
此
鮎
を
從
來
の
學
界
で
は
取
り

上
げ
て
い
な
い
。

 
(3)
中
村
博
士
の
御
指
摘
を
、
上
述
の
よ
う
に
鑛
犬
適
用
す
る
と
、
般

舟
三
昧
経

は
、
紀
元
後
の
可
能
性
が
強
く
、
大
経
は
紀
元
以
前

と
な

(25
)

る
。
ま
た
、
博
士
の
推
定
で
は
小
経
は
さ
ら
に
前
と
説
か
れ
て
い
る
。

 
約
言
す

れ
ば
紀
元
以
前

の
小
経
の
成
立
を
否
定
す
る
要
因
は
な
く
、

小
経
、
特

に
大
経
は
般
舟
三
昧
経
に
先
行
す
る
と
い
う
断
定
の
可
能
を

示
す
の
で
あ
る
。

(二)
 
般
舟
三
昧
経
々
文

「
随
所
聞
」

小
経
の
成
立
に
つ
い
て
、
次
の
二
鮎
が
正
し
く
取
り
扱
わ
れ
た
事
が

な
い
。

小
経
と
同
文
が
あ
る
た
め
成
立
問
題
の
基
鮎
と
な
る
般
舟
三

昧
経
行
品

の

「随
所
聞
」
の
文
、

同
経
と
の
關
係
に
於
て
の
成
立
を

常
に
羅
什
課
の
小
経
に
つ
い
て
論
じ
、
そ
れ
以
前
の
同
経
典
の
原
始
型

か
ら
の
獲
展
過
程
を
考
え
な
い
と
い
う
事
で
あ
る
。

(1)
 の

「随
所
聞
」
は
、
チ
ベ
ッ
ト
繹
で
は
、
ji
 sk
a
d
 d
u
th
os
 pa
-

h
i
 
r
n
a
m
p
a
s
 

で
、
聞
く
が
如
き
の
行
相
に
よ
つ
て
と
い
う
事

で
あ

る
。
印
ち
、
見
佛
せ
ん
と
す
る
行
者
が
、
そ
れ
ま
で
聞
い
た
通
り
の
極

樂
彌
駝
の
荘
撮
相
好
に
よ
つ
て
念
ぜ
よ
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

般
舟
三
昧
経
の
成
立
時
に
、
す
で
に
、
例
と
し

て
引
か
れ
る
程
の
浮
土

(
26
)

教
思
想
の
固
定
乃
至
経
説
が
あ
つ
た
と
見

る
べ
き

で
あ
る
。
と

こ
ろ

が
、
逆
に
、
引
か
れ
た
経
典
小
経
が
、
そ
れ
を
引
用
し
た
経
典
般
舟
三

昧
経
に
基
い
て
出
來
た
と
い
う
の
は
、
鯨
り
に
も
不
合
理
で
あ
る
。

 

そ
の
引
用
と
さ
れ
る
箇
所
は
、
別
表

口
の

一
連
の
文
で
あ
る
。
(一)

の
箇
所
は
、
羅
什
課
小
経
、

チ
ベ
ッ
ト
繹
小
経
、

チ
ベ
ッ
ト
課
般
舟
三

昧
経
を
封
照
す
る
。

表
(二)

の
(2)
、
(
3
)
の
室
白
は
、
」
…
…
と
名

づ

け
る
…
…
」
の

語
に
當

り
、
本
質
的
に
は
繹
に
攣
り
は
な
い
。
又
、
(
4
)
は

「今
現
在
」
で
あ
る
。

(5)
は

「菩
薩
所
聚
中
に
」
で
、
小
経
各
異
本
と
も
な
く
、
第
四
課
、
第

五
課
の
大
経
に
は
封
慮
箇
所
に
存
す
る
。

阿
開
佛
國
経
で
は
、
二
異
本
と
も
、
「菩
薩
摩
詞
薩

に
」
と

い
う
形

で
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
同
文
で
あ
る
。

そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
事
は
、
本
論
文
の
中
心

と
な
る
背
景

で
あ
る

が
、
爾
経
の
チ
ベ
ッ
ト
課
は
、
原
始
小
経
の
出
現
か
ら
、
略
八
百
年
以

後
の
課
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
爾
経
が
、
た
と
え
定
型
句
の
所
で
あ
、

つ
て
も
、
甚
し
く

一
致
す
る
部
分
を
有
す
る
事
は
、
爾
者
の
相
互
關
係

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
郎
ち
、
今
ま
で
云
わ
れ
る
が
如
く
、
般
舟
三
昧

経
に
基
き
、

小
経
が
出
た
と
い
う
な
ら
ば
、
八
、
九
世
紀

の
間
に
は
、

當
然
、
後
に
出
來
た
小
経
の
文
が
増
廣
す
る
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
相
異
ら
ず
、
む
し
ろ
、
小
経
に
は
、
(
4
)
、
(5)
の
部
が
な

い
。
や
は
り
、
小
経
が
先
在
し
て
、
引
用
さ
れ
た
事
が
、
當
初
よ
り
自
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別

表

(一
)

小
阿
彌
陀
経

の
成
立

(
眞

野
)
 

一
七
五
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小
阿
彌
陀
経

の
成
立

(
眞

野
)
 

一
七
六

明
で
、
後

代
に
到
つ
て
も
そ
の
事
を
経
典
傳
承
者
達
が
意
識
し
、
小
経
、

の
獲
展
攣
化
に
慮
じ
、
般
舟
三
昧
経
の
引
用
文
も
合
せ
て
い
つ
た
の
で

あ
ろ
う
。

大
経
の
該
當
部
分
と
比
較
す
る
と
、
別
表
(一)
の

箇
所
が
、
大
経

(27
)
 

(28
)

第

一
、
二
課
で
は
、
「
去
是
閻
浮
利

(提
)
地
界
千
億
萬
須
彌
山
佛
國
」

と
な
つ
て
お
り
、
般
舟
三
昧
経
各
異
本
、
大
経
第
三
課

以
下

と
も
異

(
29
)

り
、
大
経
が
、
般
舟
三
昧
経
よ
り
先
在
た
る
事
を
示
す
。

し
か
し
、
大

経
の
序
述
次
第
は
、
第
四
課
法
賢
課
を
除
き
、
初
期
よ
り
、
別
表

の

(
I
)
-
(
W
)
 
に
封
し
、
略
、
(
W
)
(
V
)
(
W
)
(
I
)
(
E
)(
III
)
の
タ
イ
プ

と
な
つ
て
い
る
。

 

だ
か
ら
、
般
舟
三
昧
経
は
、
右
の
(
1
)
-
(
W
)
タ
イ
プ
の
先
行
阿
閨

佛
國
経
に
な
ら
つ
た
小
経
の
序
述
順
の
中
、

一
巻
般
舟
三
昧
経
で
は
、

見
佛
中
心
で
あ
る
か
ら
、
引
用
文

(
「随
所
聞
」
以
下
)
の
前
に
、
「
念

西
方
阿
彌
陀
佛
」

の
句
を
出
し
、
次
に
(
I
)
(
II
)
(
III
)
と
次
第
し
、
三

巻
般
舟
三
昧
経
に
は
、
元
に
戻
つ
て
、
阿
開
佛
國
経
に
な
ら
い
、
小
経

(
VI
)
に
、
「
在
衆
菩
薩
中
央
」

の
文
を
付
加
し
た
。
大
経
も
上
述
の
如

く
、
第
四
課
で
、
こ
の
文
を
付
加
し
た
の
は
、
同
時
代
で
あ
つ
た
か
も

知
れ
な
い
。

 
と
に
か
く
、
別
表

の
箇
所
は
、
般
舟
三
昧
経
の
先
在
の
大
経
と
は

合
わ
ず
、

小
経
と

一
致
し
、
小
経
の
先
在
を
示
す
。

 
次
に

の
箇
所
は
、
経
文
そ
の
ま
ま
で
な
く
、
主
要
意
味
を
取
り
出

し
て
封
照

し
た
。

別 表(二)
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(二)
の
箇
所
は

の
程

一
致
し
な
い
。
日
に
準
じ
、
文
を
略
、
分
類
す
る

と
、
(
I
)
行
者
、
(
II
)
所
聞
、

(
III
)
所
念
、
(
IV
)
持
戒
、
(
V
)
心

構
、
(
W
)
念
持
期
間
、

(
W
)
行
果
と
な
る
。
チ
ベ
ッ
ト
課
の
小
経
と

般
舟
三
昧
経
と
の
大
き
な
差
は
、
(
1
)
で
、
前
者
は
、
善
男
子
・善
女

人
、
後
者
は
、
菩
薩
白
衣
出
家
と
な
つ
て
お
り
、
他
の
般
舟
三
昧
経
と

封
照
す
る
と
、
前
者
は
、
第
四
課
賢
護
分
、
後
者
は
第
三
繹
抜
肢
菩
薩

経
に
近

い
。
経
典
獲
達
の
上
か
ら
は
、
善
男
子
善
女
人
で
、
持
戒
を
説

か
な
い
方
が
純
浄
土
教
、
後
代
浮
土
教
的
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
(
W
)

の
持
戒

も
、
小
経
に
な
い
。
こ
れ
は
、
般
舟
三
昧
経
は
、
少
く
と
も
第

一
課
で
は
、
出
家
教
團
を
中
心
と
す
る
行
者
で
あ
る
か
ら
、
持
戒
は
、

引
用
浄
土
経
典
文
に
付
加
せ
ざ
る
を
え
な
い
項
目
で
あ
つ
た
。

 

さ
ら

に
、
爾
経
は
、
(
理
)
の
行
果
で
、
見
佛
と
往
生
と

の
相
違
が

あ
る
が
、
経
の
主
旨
が
異
る
か
ら
當
然
で
あ
る
。

 

以
上

の
爾
経
の
本
質
的
異
り
の

(
I
)
(
W
)
(
W
)
を
除
く
之
、
別
表

の
よ
う
に
、
略

一
致
す
る
。

し
か
し
、
大
経
と
は
、
(
I
)
も
、
大
経
は
、
欲
生
の
者

で
あ
り
、

物
質
的
善
根
を
積
み
、
(
N
)
が
、
往
生
で
あ

つ
て
、
小
経
、
般
舟
三

昧
経
の
佛
、
佛
相
、
佛
名
等
で
な
い
。
爾
経

の
念
佛
往
生
に
封
し
、
大

経
は
念
生
往
生
で
あ
る
。
(
V
)
も
、
大
経
の
み
不
断
と
表
わ
し
、
(
W
)

も
、

一
日

一
夜
十
日
十
夜
の
獲
展
の
タ
イ
プ
で
、

一
↑
七

日
と
異
る
。

 
故
に
、
般
舟
三
昧
経
は
、
大
経
よ
り
小
経
に

一
致
す
る
貼
が
多
い
。

般
舟
三
昧
経
に
先
在
漂
土
経
典
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
大
経
か
、
小

経
か
と
云
え
ば
小
経
で
あ
る
事
と
な
る
。

(三)
 
原
始
的
小
阿
彌
陀
経

何
度
も
云
う
如
く
、
経
典
は
、
何
百
年
か
の
間
に
は
、
必
ら
ず
獲
展

が
あ
り
、
原
則
と
し
て
、
小
か
ら
大

へ
、
又
、

獲
展
の
中
に
は
、

い
つ

ま
で
も
攣
ら
な
い
傳
承
部
分
と
、
鑛
大
の
部
分
と
、
付
加
、
乃
至
は
、

歓
損
の
部
分
と
、
及
び
、
再
構
成
と
を
含
ん
で
受
け

つ
が
れ
て
い
く
も

の
で
あ
る
。

小
経
で
は
、
表
示
し
た
西
方
浮
土
の
文
の
如
き
が
不
攣
の
傳
承
部
分

で
あ
る
。
鑛
大
の
部
分
は
、
六
方
と
い
う

一
語

が
、
六
方
段
に
鑛
大
し

た
の
で
あ
ろ
う
と
は
、
す
で
に
云
わ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
又
、

一
つ
の

動
詞
、
例
え
ば
、
願
う
、
生
ず
る
、
聞
く
、

と

い
う
言
葉
が
、

一
つ
の

時
構
が
三
つ
に
、

一
つ
の
動
詞
が
、
三

つ
、
四

つ
と
多
く
の
同
義
語
に

(30
)

と
鑛
大
さ
れ
る
。
先
の
阿
閾
佛
國
経
の

「
己
生
阿
閾
佛
刹
者
」
が
、
後

(
31
)

の
不
動
如
來
會
で
は
、
「
若
己
生
若
今
生
若
當
生
」
と
な
り
、
先

の
孚

(32
)

等
毘
経
が

「
當
往
生
無
量
清
浄
佛
國
」
が
、
後
の
無
量
壽
如
來
會
で
は

(
34
)

「若
已
到
今
到
當
到
…
…
」
と

な
る
一
小
経
で
も
、
羅
什
課
の

「
聞
是

(35
)

経
が
玄
莫
課
で
は
、
「
或
已
得
聞
 
或
當
得
聞
 
或
今

得
聞
 
聞

是
経

已
」
と
、
三
時
と
連
禮
法
ま
で
に
開

い
て
い

る
。
從

つ
て
、
小
経

の

(36
)

「
已
獲
願
今
獲
願
當
獲
願
…
…
若

已
生
若
今
生
若
當
生
」
は
、
明
ら
か

に
原
始
の
形
で
は
な
い
。

又
、
二

日
二
日
…
…
七

日
の
文
で
あ
る
が
、
八
千
頗
般
若

に
も
例

小
阿
彌
陀
経

の
成

立

(
眞

野
)
 

一
七
七
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小

阿
彌
陀
経

の
成
立

(
眞

野
)
 

一
七
八

(
37
)
 

(38
)

が
あ
る
。
同
経
異
本
、
第

一
課
で
は

「
日
日
突
」
、
第
二
謙
は

「
日
実
」

(
39
)
 

(40
)

で
あ
る
が
、
羅
什
課
小
品
で
は

「
若

一
日
乃
至
七
日
」
、
施
護
課

「
一

(
41
)

日
二
日
乃
至
七
日
」
と
な
り
、
さ
ら
に
梵
本
で
は
、
二

日
夜
、
も
し

く
は
二
、
三
、
四
、
五
、
六
、
七
日
夜
」
と
な
る
。
從
つ
て
羅
什
課
小

経
も
、

少
く
と
も
、

一
巻
般
舟
三
昧
経
の

「
一
日

一
夜
若
七
日
七
夜
」

と
い
う
原
始
の
形
ま
で
は
遡
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
誰
と
し
て
、

羅
什
課
以
前
の
求
那
蹟
陀
羅
課
、
小
経
で
は
、
「或

一
日
七
日
」
と
あ

る
。次

に
、
第
二
の
箇
所
の

「念
佛
見
佛
」
の
羅
什
課
の

「執
持
名
號
」

が
、
梵
本
の

「
作
意
」
に
當
た
る
事
に
な
る
の
が
問
題
に
さ
れ
る
が
、

要
は
、
右
に
述
べ
た
経
典
の
獲
展
の
流
れ
と
勘
案
し
て
考
え
ら
る
べ
き

で
あ
る
。

結
論
か
ら
云
う

と
、
梵
本

の

「
作
意
」
(
玄
弊
課
の
思
惟
)
の

形
の
方
が
原
始
の
形
を
傳
え
、
「執
持
名
號
」
が
、
後
代

と
な
る
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
般
舟
三
昧
経
は
、
古
課
よ
り
各
異
本
共
、
念
阿
彌
陀
佛
、

念
佛
意
、

念
我

(
=
佛
)
 名
で
あ
り
、
四
紙
小
経
も

「
專
念
彌
陀
佛
名
」

で
あ
り
、
執
持
名
號
が
見
ら
れ
な

い
か
ら
、
原
始
は
、
「作
意
」
の
方

の
テ
キ

ス
ト
で
あ
り
、
「執
持
」
の
羅
什
本
は
、
む
し
ろ
、
後
代

の
文

(
42
)

珠

般

若

経

に
近

い
。

印

ち
、

同

経

で

は
、

t
a
s
y
a
 n
a
m
a
d
h
e
y
a
m
 
g
r
-

h
ita
v
y
a
m
 
t
a
c
 
c
a
n
a
m
a
d
h
e
y
a
m
 
s
r
ut
v
op
a
la
b
h
y
a
…
…
と

あ

り
、

執

持

し

て
、

聞

く

の
だ

か

ら
、

執

持

(
=
取
)
 は
、

構

名

の

行

動

を

伴

う

も

の

と
考

え

て
よ

い
。

玄
斐

は
審

取

と
課

し

て

い
る
。

こ

の
念

名
↑
聞

名
↑
稻

名

の
流

か

ら

見

れ

ば
、

や

は
り

原

始

の
形

は
、

念

名
、

印
ち
作
意
名
號
で
あ

つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
五
濁
を
小
経
が
述
べ
る
事
は
、
や
や
初
期
大
乗
経
典
と
し
て

(
43
)

は
ふ
さ
わ
し
く
な
く
、
大
経
で
は
、
第
三
課
の
無
量
壽
経
以
後
で
あ
り
、

他
の
初
期
大
乗
経
典
で
は
法
華
経
に
出
る
が
、

道
行
般
若
経
に
は
現
わ

れ
て
い
な
い
。

 
し
か
し
、
阿
開
佛
國
経
に
は
、
阿
閤
佛
が
正

魔
を
成
じ
た
時
は
、

(
4
4
)
 

(
45
)

「臓
濁
思
想
」
を
棄
て
る
と
い
い
、
阿
閾
佛
國

に
は
、
短
命
者
、
悪
人
、

(46
)

繊
濁
劫
、
諸
結
、
繊
濁
等
の
悪
臓

濁
 
(sn
ig
s
=
k
a
sa
p
a
)
 が
な

い
、

等
の
序
述
が
あ
る
と
い
う
事
は
、
逆
に
、
こ
の
世
は
五
濁
的
世
問
と
い

う
事
に
な
る
。

だ
か
ら
、

阿
閤
佛
國
経
の
後
の
、
原
始
的
小
経
に
は
、
當
然
、

こ
の

初
期
的
な
ら
ざ
る
五
濁
と
い
う
整

つ
た
形
で
な

い
劫
濁
思
想
の
表
現
は

あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
 
結

語

以
上
、
要
す
る
に
、
小
経
の
成
立
に
關
し
て
は
、
羅
什
繹
小
経
の
文

を
、
そ
の
ま
ま
基
に
考
え
ず
に
、
小
経
嚢
展
の
流
れ
に
於
て
考
え
、
原

始
的
な
小
経
を
設
定
す
る
な
ら
ば
、
般
舟
三
味
経
の
前
に
小
経
を
認
め

る
事
に
よ
る
矛
盾

(小
経
に
含
ま
れ
る
後
代
的
諸
要
素
等
)
も
消
え
、

且
、
般
舟
三
昧
経
の

「随
所
聞
」
の
文
が
、
意
義
づ
け
ら
れ
る
。

 
從

つ
て
、
原
始
的
小
経
は
、
大
経
と
、
相
前
後
し
て
、
般
舟
三
昧
経

の
前
に
獲
生
し
た
も
の
で
、
二
世
紀
シ
ナ
傳
課

の
道
行
経

(常
暗
品
)
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の
前
に
般
舟
三
昧
経
、

そ
の
前
に
、
大
経
、
小
経
と
な
る
か
ら
、
西
歴

(47
)

紀

元

前

一
世

紀
頃

に
骨

格

を

形

成

し

た

と

考

え

ら

れ

る
。

1
 

望
月
博
士

『
浄
土
教

の
起
源
及
獲
達
』
(
昭
和

五
年
)
、
同

『
佛
敏
経
典

成
立
史
論
』
(
昭
和
二
十

一
年
)
。

2
 
大

正

・
十
三

・
八
八
四

a
-
b
。

3
 

大
正

・
八

四
四
六
b
。

4
 
大

正

・
八

・
四
九
〇

a
。

5
 
大

正

・
八

・
五
五
五
b
。

6
 
椎

尾
博
士

『
佛
教
経
典
概
読
』
(
昭
和

八
年
)
三

一
五
頁

の
表

等

に

暗

示
さ
れ
、
又
、

直
接
、

口
授

を
受

け
た
。

7
 
池
本
重
臣
氏

『
大
無
量
壽
経

の
敏
理
史
的
研
究
』
(
昭
和

三

十

三
年
)

九
〇
-

九
四
頁
。

8
 
大
正

・
十
三

・
八
九
九

a
。

9
 
大
正

・
十
三

・
九
〇
五

a
。

10
 
大

正

・
十
三

・
九
二
二

a
。

11
 

椎
尾
博
士

『
佛
教
経
典
概
読
』
(
昭
和

八
年
)

二
七

三
頁
。

た
だ

し
、

同

二
二
〇
頁

に
は
、
思
想

と
し
て
は
般
若

と
同
代

に
彌
陀

が
成
立

し
た
事

夜

般
舟
三
昧
経
は
示
か
と
云
わ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
は
醗

般
舟
。

12
 
同
上
、

三
八
六
頁
。

こ
の
矛
盾

を
、

こ
の
獲
表

に
際

し
、
椎
尾
博
士
に

封

し
直
接
ど
ち
ら
か
お
尋

ね
し
た
が
、
今

は
少

し
考

が
ち
が
う

と
て
、
明

確

な
お
答
が
受

け
取
り
に
く
か

つ
た
。

13
 
中
村

・
早
島

・
紀
野
課
註

『
浄

土
三
部
経
下
』
(
昭

和

三

八
年
)
二
〇

二

二
〇
六
頁
。

14
 
大
正

・
十
二

・
二
九
二

a
。
大

正

・
十

二

・
三

一
〇

b
。

15

 

大

正

・
八

・
四
七

一
b
。

1617
 
大

正

・
十

二

・
二
九
八

c
。

18
 
大

正

・
十
二

・
三

一
六
b
。

19
 

大

正

・
十

二

・
二
七
二
b
。

20
 
大

正

・
十

二

・
二
九

二
a
。
大
正

・
十
二

・
三

一
〇

a
。

21
 

静
谷
正
雄
氏

『
イ
ン
ド
佛
教
碑

銘
目
録
』
(
一
九

六

四

年
)

五
五
頁
。

 
碑
銘
目
録
六

一
七
番
、

マ
ト
ラ
ー
出
土
佛

坐
像

皇
座
銘
文

に
は
、

カ

ニ
シ

 

カ
紀

元

(
多
分
)

二
二
年

に
佛

の
像
 
(
b
u
d
d
h
a
-
p
r
a
t
i
m
a
)
 

を
造
立
す

と
あ

る
は
、
現
存
最
古

の

「
佛
の
像
」

と
明
記
す
る
も

の
と
い
う
。

石
像

等

の
像

は
 
p
m
t
im
a
 
の
語
を
用

い
た
事
が
釧
か

る
。

た
だ
、
像

を
造

る

の
は
、

佛

で
あ

つ
て
も
、

菩
薩

で
あ

つ
て
も
、

善
根
功
徳

と
さ
れ

た
事
が

同
書

の
他

の
銘
文
に

よ
つ
て
明
ら
か

で
あ
る
。

焼
香
散
華
等

の

一
般
佛
敏

的
功
徳

で
あ

る
か
ら
、

も
ち
ろ
ん
彌
陀
等

の
そ
れ
で
な
く
、

し
か
も
、

そ

れ
を
中
輩
往
生

の
生
因

の
中
に
、

大
経
、

第
三
課

は
撮

し
た
。
放
光
般
若

経
に

は
、
「
若
見
二
佛
形
像

一
意
常
在
レ
佛
」
(
大
正

・
八
二

・
八
a
)

と
あ

り
、
梵
本
、

b
h
a
v
a
ti…
…
と

あ

る
。

佛
形

像

は
 
b
u
d
dh
a
-p
ra
t
i
m
a
 で
な

く
、

b
u
-

d
d
h
a
-v
ig
r
a
h
a
 で
あ

る
が
、

文

の
内

容

か

ら

す

れ

ば
、

具

髄

的

な

像

で

な

け

れ

ば
な

ら

な

い
。

こ

の
経

の

成

立

は

紀

元

後

一
、

二
世

紀

と
考

え
ら

れ

る

か

ら
、

佛

像

の
歴

史

と

も

矛

盾

し
な

い
。

小
阿
彌
陀
経

の
成
立

(
眞

野
)
 

一
七
九
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小
阿
彌
陀
経

の
成
立

(
眞

野
)
 

一
八
〇

2
2
 大
正

・
八

・
四
三
二

・
c
等
。

23
 
大
正

・
八

・
四
七
六

・
b
-
c
。

24
 
造
像

に
つ
い
て
。
角

川
書
店

『
世
界
美
術
全
集

 
19
 

イ
ン
ド
』
(
昭
和

三
五
年
)

一
七
〇
-
一

七

一
頁
、

「
佛
像

の
誕

生
」
(
上
野
照
夫
氏
)

同

一

 

九
八
頁
、

「
マ
ト
ウ
ラ
ー
佛

の
手
本
」
(
山
本
智
敏

氏
)
。
山

本

氏

は
、

佛

 

像
を

つ
く
り
は
じ
め
た
の
は

一
世
紀

に
さ
か
の
ぼ
る
と
考
え
る

の
は
無
理

 

で
な

い
と
説
明
す
る
。

ク

マ
ー
ラ

ス
ワ
ー

ミ

・
山
本
氏
課

『
印
度
及
び
東

 

南
亜
細
亜
美
術

史
』
)
昭
和

十
九
年
)

七
〇
-

七

一
頁
。

角

川

書

店

『
世

 
界

文
化
史
大
系

イ

ン
ド
東
南

ア
ジ
ア
』

八
二
-

八
三
頁

(紀

野

一
義

氏
)
、

 

同
、

八
五
頁

(
高

田
修
氏
)
。
資
料

に

つ
い
て
石
上
善
鷹
氏
を
煩

わ
せ
た
。

25
 
中
村

・
早
島

・
紀
野

『
浄

土
三
部
経
下
』
(
昭
和
三
八
年
)

二
〇

六
頁
。

 

た
だ
し
、
同
、
 
一
八
二
頁

で
は
、
大
経
原
型
成
立
後
、

ほ

ゞ

一
世
紀
後

に

 
小
経

が
成
立

し
た
と
し

て
い
る
。

26
 
赤
沼
智
善
氏

『
佛
教
経
典
史
論
』
(
昭
和
十
四
年
)
四
〇
八
頁
。

27
 
大
正

・
十
二

・
二
八
三

・
a
。

28
 

大
正

・
十
二

・
三
〇
三
b
。

29
 

池
本
重
臣
氏

『
大
無
量
壽
経

の
教
理
史
的
研
究
』
(
昭
和

三
十

三

年
)

九

二
-
九
四
頁
。

30
 

大
正

・
十

一
・
七
五
八

・
c
。

31
 

大
正

・
十
二

・
一
〇

七

・
b
。

32
 

大
正

・
十

二

・
二
九

九

・
b
。

33
 
大

正

・
十

一
・
一
〇
〇

・
c
。

34
 

大
正

・
十

二

・
三

四
八

・
a
。

35
 
大

正

・
十

二

・
三

五

一
・
a
。

36
 

大

正

・
十

二

・
三

四
八

・
a
。

37
 

大

正

・
八

・
四

七

一

・
a
。

38
 

大

正

・
八

・
五

〇

四

・
a
。

39
 

大

正

・
八

・
五

八

〇

・
c
。

40

 

大

正

・
八

・
六

六

八

・
a
。

414243
 
大
正

・
十
二

・
二
七
三

・
c
。

44
 

大
正

・
十
二

・
七
五
五

・
a
。

45
 

大
正
十
二

・
七
五
七

・
b
。

46
 

西
藏
大
藏
経
、

三
二
巻

・
一
四
三
-
二
-
七
。

47
 
岩

本
裕
博

士

『
極
樂

と
地
獄
』
(
一
九
六

五

年

八

月
)

八
三
頁
。

本
論

文

と
別

の
立
場
、

法
華
経
と

の
連
關
か
ら
、

小
経
原
型
は
、
西
歴

一
〇
〇

 
年
前
後

あ
る
い
は
そ

の
以
前
と
推
定

さ
れ
て

い
る
。

本
論
文
獲
表
後

に
、

 

こ
れ
を
得

た
の
で
あ

る
が
、

大
経

の
性
格
、

法
華
経
と

の
連
關

に

つ
い
て

 
示
す
所
多

く
、
又
、

本
論
文

の
ふ
れ
え
な
か

つ
た
鮎

で
も
あ
る
。

 

(
右

は
昭
和

四
十
年
度
文
部
省
科
學
研
究
費

に
よ
る
綜
合
研
究

の

一
部

で

あ
る
。
)

-634-


